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日本の産業の明るい未来にとって、確定給付企業年金は、どのような位置づけにすべきとお考えでしょうか。一番近いと思われるものを、一つだけお選びください。
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　　老後2000万円問題にもみられるとおり、今後の個人の資産形成はますます重要になると思われますが、あなたはどのような資産運用が良いとお考えですか。
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株式投資中心（インデックス運用）

株式投資中心（個別銘柄選択）

債券投資中心（国債など安全性重視）

債券投資中心（ハイイールド債など利回り重視）

バランス型（4資産配分など）の投資信託を購入

インカムゲインで安定性を確保しつつ投資機会を分散してプラスαを狙う投資信託を購入

その他

合計

日本産業の国際競争は、製品・サービスの質の高さに依存する。その質を維持す
るためには、雇用の質が重要となることから、安定雇用の柱として、改めて、確定
給付企業年金は戦略的に重要なものとして再認知されるべき。

確かに、安定雇用は重要だが、確定給付企業年金は、企業の財務的不確実性を
大きくしてしまうので、確定拠出等への移行を通じた相対的縮小は、不可避。

グローバル競争に勝ち抜くためには、確定給付企業年金は、日本企業の人事制度
として、不要である。
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